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「ウォール街占拠運動 2.0」としての BLM：

「新世代左派」と民主党の内紛危機 

渡辺 将人 

北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院准教授 

新世代の黒人運動の「人種」を超越した開かれた性質 

ラストベルトの白人労働者が人種マイノリティの台頭に脅威を

感じていたことを各種の実証研究が明らかにしているように1、人

種要因を考慮しない投票行動の分析はアメリカでは成立し難い。

他方で、人種問題単体に限定してアメリカの政治運動を理解す

ることも一層難しくなっている。その象徴が BLM（ブラック・ライブ

ズ・マター）運動である。この運動はキング牧師の公民権運動と

もブラックパンサー2的な黒人運動とも異なる性質を持っている。 

第１に文化レベルでの変質である。旧世代黒人は敬虔なキリ

スト教徒で、LGBTQ にも同性婚にも拒絶感があった。黒人層は

総じて社会争点では極めて保守的で、皮肉にも白人や保守派と

信仰ではむしろ結びついていた。だが、ソーシャルメディア時代、

黒人新世代は同世代のプログレッシブ派との人種横断的な交

流を深めている。BLM の運動創設者の３名の黒人のうち２名が

クィアを公言している3。それどころか中心人物アリシア・ガーザは

トランスジェンダーの結婚相手の姓を名乗って活動している。前

世代の黒人運動であれば求心力を低下させかねなかったリー

ダーが率いていることは、BLM が古い意味での黒人運動ではな

いことを如実に物語る。創設者は LGBTQ 運動以外に労働運

動にも関与していて、関心事は狭義の黒人の公民権にとどまら

ない4。 

第２に運動レベルでの変質である。黒人中心の従来型の閉じ

られた黒人運動が、LGBTQ やサンダース流の格差是正の社

会主義運動と連動し、白人活動家を迎え入れた、新世代の左

派運動に変質していることだ。契機は LGBTQ にせよ格差是正

にせよ、運動の動機を人種以外に抱える新世代が黒人社会内

部に誕生したことだが、運動体としての遺伝子を埋め込んだのは

「ウォール街を占拠せよ」、いわゆるオキュパイ運動である。筆者

が最初に BLMの活動家を取材したのも黒人運動の現場ではな

かった。2016年 7月の「ネットルーツ・ネーション」という民主党リ

ベラル派の年次総会である。BLMは招かれざる客で、会場に押

しかけて民主党への不満を炸裂させた。それはかつて取材した

「ウォール街を占拠せよ」運動そのものであった。白人若年層の

参加率の高さ、旗や拡声器や風貌、「マイクチェック」の掛け声

など、デモのスタイルの酷似は、「占拠運動」と BLMの両方を観

察したことがある者には明らかだった。 

「占拠運動」の中核的活動家で社会学者のジョナサン・マシュ

ー・スマッカーが告白しているように、「占拠運動」の活動家は、

まず BLM の始動を背後で助け、次にサンダースとウォーレンに

大統領選への出馬を説得した5。「占拠運動」自体は 2012年大

統領選挙をピークに表舞台から消えたが、BLM、サンダース擁

立など姿形を変えて生き残った。ティーパーティ運動がリバタリ

アンと社会保守系に分派後、後者がトランプ運動の母体の一部

になったのと似ているが、両者は「反自由貿易（反 TPP）」という

点でも左右両極で一致している。 

BLM は黒人運動であることは間違いないが、他方で文化的

には黒人運動に一部存在していたある種の「黒人限定」の閉じら

れた性格を超越した開放性を伴っている。LGBTQ 権利運動と

社会主義的な反格差運動と渾然一体化した、新たな人種正義

のための文化リベラル運動である。運動体としては「ウォール街

占拠運動 2.0」であり、「新世代左派」運動の１つの分派だ。だか

らこそ、旧世代の黒人は BLM 運動に「ラディカル過ぎる」と眉を

ひそめてきた。そうした黒人旧世代の BLM批判は、一連の警官

暴力事件で BLMが時代の寵児になった現在も残念ながら変わ

らない気配もある。新世代の黒人が共感性を人種横断で拡大し

ていることが、黒人の伝統を揺るがしかねないという懸念は理解

できなくもない。LGBTQ が「名指し」よりも「名乗り」を重視した、

「選ぶものとしてのアイデンティティ」である以上、運命的、外見

的な「名指し」性の強い人種アイデンティティの再検討を促しか

ねないからだ。 

運動の草の根の足腰になっている 1990 年代中盤以降生ま

れの「ジェネレーション Z」という最若年層は、極めて政治的にア

クティブであるが、政党に関心が薄く民主党への貢献にこだわら

ない。彼らは民主党政治家を無条件に支持する旧世代黒人へ

の反発を抱いて育った。民主党エスタブリッシュメントへの攻撃

は手加減がなく、黒人議連ですら彼らを抑え込めない。 
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バイデン陣営の「新世代左派」封じ込め戦略 

2020 年選挙でバイデン陣営と民主党全国委員会はプログレ

ッシブ・アウトリーチの組織化を重点強化したが、集票活動とは

別の隠された目的もあった。それは社会主義的な「新世代左派」

の活動家がバイデンや民主党に反抗的な分裂行動を起こすこと

を封じ込める、すなわち民主党内でトラブルメーカーにならない

ように手懐ける作業だった。プログレッシブ・アウトリーチ局長に民

主党の伝説的なコミュニティ・オーガナイザーを就任させたのも、

当人がフェミニストでありながら、AFL-CIO（アメリカ労働総同盟・

産業別組合会議）のような労組から NAACP（全米黒人地位向

上協会）のような黒人団体まで、ほぼ全てのリベラル派の票掘り

起こしを指揮した経験があったからだ。 

結果として 11 月の選挙当日までは概ね目的を達成した。筆

者が選挙期間を通して特別にオンラインで傍聴参加させてもら

った陣営会議でも、サンダース派からのバイデン陣営への罵りや

不満が噴出することは滅多になく、郵便投票の戦略の浸透手法

など極めて実務的な意見交換に終始した。それだけ「反トランプ」

の結束効果の強さは凄まじかった。 

しかし一転、選挙終了後は民主党と「新世代左派」（伝統的リ

ベラル派ではない）の内紛が下院の議席減の責任転嫁をめぐっ

て生じた。「スクワッド」と俗称される若手女性下院議員のアレク

サンドリア・オカシオ＝コルテス、イルハン・オウマール、ラシダ・タ

リーブ、アイアナ・プレスリーに代表される「新世代左派」は 2020

年に揃って再選された一方で、穏健派議員が多数落選したから

だ。ちなみにプレスリー以外の３名はサンダースを支持し（プレス

リーは地元マサチューセッツ州のしがらみからウォーレンを支持）、

オカシオ=コルテスは党大会でもバイデン支持を拒絶した。 

穏健派は、サンダース派が民主党を社会主義政党化してい

ることが中道の有権者を遠ざけたと訴え、他方でサンダース派

は、民主党のデジタル戦略の弱点が原因だとして対立している。

穏健派のアビゲイル・スパンバーガー下院議員が「社会主義と

二度と言わない方がいい」と内輪の会議で発言した音声が流出

し、それに対してオカシオ＝コルテスが反論を展開した。抑止役

の民主党リベラル派もオカシオ＝コルテスのメディアでの党批判

を抑え込めず手を焼いた6。「警察予算を取り上げろ」というスロ

ーガンを使うことは穏健派を遠ざけるとオバマ前大統領が発言

をしたところ、これに対してもオカシオ＝コルテスやオウマールが

猛反発し、BLM 運動の加勢で勝利した黒人の新人コリー・ブッ

シュなどもオバマ批判に参戦している。そもそも BLM 自体がオ

バマ政権への不満を根底に抱えた運動として始まったことを思

い起こさせる7。 

そうした綻びは生じているものの、トランプ大統領が敗北宣言

を出さずに不正選挙を訴えて闘争を続けていることと、来年 1月

のジョージア州の連邦上院議員の決選投票が、内紛と政権移

行への不満から目を逸らす効果をもたらしている。バイデン陣営

と民主党全国委員会が組織する前述のプログレッシブ・アウトリ

ーチは、週１回のオンライン会議をジョージア決選投票向けに焦

点を絞り直して継続し、内紛の抑制に余念がない。民主党全国

委員会でこの会議を運営するリベラル派重鎮は「公の場では民

主党内の考え方の違いを見せるべきではない」と述べ、穏健派

の議席が失われたのが左派のせいではなくても、左派は反論を

控えるべきだと考えている。 

党内分裂抑制のため「トランプ」を必要とし続ける民主党の苦しい本音 

新世代左派の躍進は、彼らと伝統的なリベラル派の差異をま

すます浮き彫りにしている。民主党への忠誠心も低いサンダース

派を「民主党左派」と表現することはときに誤解を招きかねない。 

現在、民主党を暫定的に分類すると、穏健派は第１軸のニュ

ーデモクラット（ビル派）と第２軸の人権や環境に比重のある穏健

派内左派（ヒラリー派）に割れているが（内実はリベラル派とも一

部重複）、第３軸を伝統的リベラル派と仮定すると、第４軸に新

世代左派（プログレッシブ）がいる。第３軸は労組、人種マイノリテ

ィなど各種の利益団体に分派しているが、党派的な忠誠心が強

く、民主党に自動的に投票するマシーンだった。黒人議員や黒

人有権者も不満を吐きながらも最終的には民主党政治家を支

持する。だから、旧世代はオバマ夫妻を批判しない。だが、ここ

10 年で躍進している第４軸の「党外」グループの左派はその限り

ではない。英語では Progressive という呼称が浸透しているが、

第３軸の伝統的リベラルが自らを Progressive と名乗るのは、

Liberal という呼称を保守側に「負の記号」とされたことへの「言

い換え」に過ぎなかった。しかし、第４軸は骨の髄まで

Progressive であり、意識が違う。 
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民主党リベラル派は「第４軸などというものは存在しない、民

主党のプログレッシブ派は１つしかない」と対立を覆い隠し、新た

な左派を旧リベラル内に包摂することに努めている。しかし、現

実には「スクワッド」やサンダース派はペローシ議長や黒人議連

の旧世代議員に牙をむく。彼らを伝統的なリベラル（本稿の暫

定分類では民主党第３軸）と区別し、「ウォーク・レフト（woke 

left）」という呼ぶ習慣も生まれている。従来から社会正義や人

種正義を訴える活動を表した言葉だが、近年ではサンダース派

に共鳴するような急進左派を指す言葉としても用いられている8。

サンダースは「人種」を区別せず、「黒人」を特別扱いしない。こ

れが旧世代の黒人には面白くなかった。しかし、特別視しないこ

とは軽視ではなく、むしろ経済的窮境にある黒人を具体的に救う

ことの重視ゆえの姿勢なのだと黒人若年層が共鳴し始めた。サ

ンダース支持の黒人は、黒人世代ギャップの象徴でもある。 

政党忠誠心の希薄な、争点基軸で政治に熱心な活動家層

が増えることは、トランプのような強大な敵が存在している時期、

なおかつ本選期間中には、民主党の強い集票の味方になる。し

かし、そうでない時期には、中長期的には予備選で民主党の現

職落選運動を拡大しかねない。リベラル派の重鎮でも標的にな
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